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NEWS          LETTER

3月度理事会報告

2016年新年度役員の一部が替わりました
新同好会「川柳の会」の基本方針が決まりました

　3月5（土）行われた3月度理事会には8名の理事が参加さ
れ、下記の点に付いて討議がなされました。

１）  2016年度役員改選投票用紙を集計した結果日本出張回
数が多くなった宇田川理事が副会長（企画担当）を降り代わり
に古田理事が副会長（企画担当）に選出された。 尚宇田川理事
は広報担当理事として留任する。

２）  海上保安庁練習船乗員歓迎会の件は当地の日米会より
持ちかけられた話で日米会自体でも５０人の乗員懇親夕食会
の費用を負担する事が最終的に決定していない現状で当会が
その費用の一部なりとも負担する事は会の本来の目的に沿わ
ないとの理由で辞退する方向で日米会に柏原副会長経由連絡
する。

３）  会員移動状況把握の為、年会費納入締め切りを２月末とし、その
時点での未納者に対し３月上旬に連絡をとり継続／退会の意向を確
認した上で決定する。

４）  川柳の今後の取り扱いに付いて検討され、年に２回（６月末及び
１２月末）会員より集めた句の中より雑詠５句、兼題５句を選び表彰
する方向で検討した。（２面に詳細記事があります）
4月理事会は4月2日（土曜日）午後4時より予定。
場所はサンマテオ槢木マーケット２階	 事務局（大隅敏男）

新しく発足した同好会で
す、皆様の応援をぜひ
お願いします
皆さんも挑戦して
みませんか
今年の新年会では殆どの
人が初めての川柳創りに
挑戦しました、皆さんもぜ
ひ応募してみてください、
ご自分が創ると自然に川
柳そのものに興味がわい
てくる事でしょう。
　右の要領で今後、年に
２回の公募を決めました
６月末締め切りの兼題

「芽吹く」です
どうぞ振るって応募して
ください、お問い合わせ
はシュミットさん迄

お問い合わせ、応募は：シュミットまり子さん
郵送： 1533 Fieldcrest Dr. Pleasant Hill, CA 94523
電話： 925-228-7170
電子メール： sakura_7170@yahoo.co.jp
ご質問などのお問い合わせも上記アドレスにお願いします。

川柳
JAPAN CLUB

同 好 会

12月末迄に応募された「雑詠」の句を掲載し
ます、今回は初めての試みの為投稿された全句
を掲載します。 

今年もみんなでよりそい相合扶助	 北　哲也

おめでとう共に歩んで五十年	 上野  夫佐子
ゴルフいま飛ばない寄らない入らない
熟女会話は病気とお葬式
信じない加齢のせいだとヤブ医者め！
小さな地球みんなで仲良く暮らそうよ

カットすぎ日本の英語困ります	 クリスティー恭子
日本町えたいしれない人ばかり
断捨離もトレンドだけで終わるかな
ショウウインドウ映る年寄りあれわたし？

初日の出今年こそはと夢描く	 大隅 敏男
南国の夜 空彩る十字星
孫娘にっこり笑顔で攻め落とし
小児科で廊下で幼児逃げ回り
今日もまたダブルボギーで賞はなし

孫の名も覚えきれない英語名	 古田 紘一
ボケ防止やったつもりが一つ抜け
血の検査結果わかってまた検査
朝起きて寝床での句をもうわすれ
初川柳字余りばかりで没ばかり
知恵絞り夢にまで出た初川柳
初川柳考えあぐねてもう寝よう

人生路辿り新たな一里塚	 シュミットまり子
シミに皺老いの貫禄靴を履く
　　

　次号には1月の新年会で出された席題「笑顔」を
掲載します。

川柳同好会の基本方針

川柳同好会は年２回（6月末と12月末締め切り）で
雑詠（一人5句まで）兼題（一人5句まで）を募集する

この中から秀作５句をそれぞれ選出する、さらに特
選１句を同様に選ぶ

これらの秀作はニュースレター上で紹介する（紙面が
許せば出来るだけ多くの作品を掲載する）

今後更に年に一度程度の「川柳同好会」懇親会の開
催なども予定する

•

•

•

•
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   何匹もの猿が高いココナッツの木にあっと云う間に駆け上り無
数の成熟した実を落として収穫に一役買っているのを見るのは
何とも微笑ましい限りです。
タイ王国は前回のべトナムと違って現時点では経済的にはより
復興を遂げた国であるとの認識を強く感じました。これは観光施
設、交通網等インフラを見ただけでも前者との違いは明瞭です。
最後に当地での体験の一つとして身体マッサージが格安で出来
る事です。健康回復の為
に当地に立ち寄った人
達の多くが受けるマッサ
ージは平均で１時間８
米ドルとの事。今回は停
泊時間制限がありこの
恩恵に浴する事が出来
ず誠に残念でした。

東南アジアクルーズ  その5  コーサムイ（タイランド）  
	 大隅敏男

   “コーサムイ”と言ってもそんなに寒くはありません。  寒いどこ
ろか日中の平均気温は80度（F）を上回り木陰で暑さを凌ぐ様な
処です。
  コーサムイはタイ王国の３番目に大きな島で全島がココナッ
ツの木で覆われていることから別名“ココナッツアイランド”と呼
ばれています。  環境に配慮して開発が条例によって決められて
いる為、その大自然と調和した非常に洗練された観光用リゾート
として此処数年の間に急成長を遂げた場所です。
  この島での見ものは小高い丘の上に金色に輝く大仏像とその
周りを取り囲む寺院です。  澄み切った青空の下で黄金に輝く巨
大な仏像と厳かな寺院の棟はみる人の目を圧倒します。  もう一
つの見ものはエンターテインメントとして訓練されたココナッツ
取りの猿の演技です。  先にも述べた様にこの島はココナッツに
覆われていて収入の大半はココナッツ関連産業ですが，この実
を収穫する為には人手を頼っては到底賄えないので猿を訓練し
てココナッツの高い木に登らせ成熟した実を次 と々落として収
穫の手助けをしてくれます。

　　この問題は市川氏ご自身も指摘される様になかなか判りづらい点が沢山あります、 もしこの問題に関心を持つ
人が大勢おいでになる様でしたらこの機会に勉強会を開いてお互いに意見を交換し、 話し合ってみてはいかがでし
ょうか。  同時にジャパンクラブとしてもこの問題に詳しい専門の人を探して招請する、 場所を用意する、 市川俊治氏
への問合せの仲介をするなどのサポートも考えて参ります。  時間的なリミットもありますので関心をお持ちの方は
至急事務局（大隅 415-221-9566 ）又は（古田 650-341-7857）迄ご連絡をお願いします。

海外年金相談センター　市川俊治
http://nenkinichikawa.org
E-Mail shunjiichikawa@gmail.com
TEL&FAX 03-3226-3240
市川俊治氏にご質問などがある方は
ジャパンクラブでもお取り次ぎ致しま。

２月号の印刷に手違いがあり、２ページ目の「ソーシャルセキュリティー給付制度の変革」市川俊治氏寄稿
に関連したお知らせの 下部の一行が欠落してしまいました、お詫びしこの部分を再掲載させていただきます

   この欄は会員の皆様に開放されたスペース
です、貴方のこだわり、旅の想いで、専門的知識
など皆さんに伝えたい事をスタイルにこだわら
ずお寄せください。文字数はおよそ1,000 字
程度とし、毎月の締め切りは15日です。ひとりごと

ジャパンクラブ
会員の

元サンフランシスコ領事館で
領事をされていた

小川康弘氏の動向
　サンフランシスコでの勤務を終え、
サウジアラビアのリアド日本大使館に
赴任されていました小川康弘氏が5年
3ヶ月に渡ったサウジアラビア勤務を
終え、 この度3月1日にリヤドを出発し
アイルランドの首都ダブリンにある日
本大使館に転勤されます。
　サウジアラビアからは度々現地の様
子などをご寄稿いただきました、これか
らの小川康弘さんのご健康と、ご活躍
を応援したいと思います。 また、新赴
任地の様子なども折りに触れお知らせ
いただけることを期待します。

新役員名簿
会長	 上野  正安
第一副会長	 大隅  敏男
副会長（企画担当）	 古田  紘一
副会長	 柏原  紀子	
副会長	 槢木  隆子
会計	 沖山  泰彦
会計補佐	 柏原  紀子
会計監査	 後藤  哲男
事務局長	 大隅  敏男
催事担当	 北  哲也
催事担当	 シュミットまり子
催事担当	 黒沢  信平
催事担当	 斉藤  悦子
広報担当	 宇田川  博文
ニュースレター	 古田  紘一

　新年度の会員名簿及び地域緊急連絡
網名簿を４月号ニュースレターに同封し
ます。旧いリストと入れ替えてください。

新年会会計報告とお礼
参加者：44名（内招待者1名）欠席1名
収入:	 $1,095.00 （会費）
	 $100.00 （ご寄付）
支出：	 1,308.27
計：	 △$113.27

　多くの方々からのご寄付、そして粕
汁の調理、太巻きの実演準備などなど
に多くの方々のお手伝いをいただきま
した、本当にありがとうございました。
　上野会長のお言葉にもありましたが、

「この会のすばらしい所は皆さんが積
極的に参加される事です」これからもど
うぞよろしくお願いします。  また、ご要
望もどしどしお寄せください。


